
Excelによる最小二乗近似



内容

 最小二乗法近似

 離散データ点にある関数を得る。

 近似曲線

 直線近似

 ２次関数近似

 成長曲線（ロジスティック曲線など）

 演習問題



最小二乗法の理論(1)

 多数の点が与えられているときに、それら
の間を通る直線（曲線）を決定する。

y=f(x)



最小二乗法の理論(2)
 点と線の距離を最小にするようにa,bを決
定する。

y=a+bx

ズレ（差）



最小二乗法による予測

 予測値を与える関数（近似多項式関数）を
仮定する。

誤差 = 実測値 – 予測値

 誤差の二乗和を最小にするように、近似関
数（の係数）を定める。

 近似関数としては、1次関数、 ２次関数、 3
次関数、指数関数、対数関数、ロジス
ティック曲線などがある。



１次関数（直線）による予測

この場合、次式で予測を行う。

y = a + b x

ここで、a,bは切片、勾配と呼ばれる。

a,bを決定できれば、予測が可能である。



練習１

時間 データ
1 11
2 15
3 22
4 18
5 25
6

切片a
勾配b



切片a の計算

 B9クリック

 = を入力

 関数貼り付けボタンをクリック

 =INTERCEPT(B2:B7,A2:A7) と入力

 Enter キーを押す



勾配b の計算

 B10クリック

 = を入力

 関数貼り付けボタンをクリック

 =SLOPE(B2:B6,A2:A6) と入力

 Enter キーを押す



完成



演習問題１

 時間1～6までのデータ値を近似関数から
計算し、その値をc1～c7へ入力しなさい。



演習問題２

 データ値と予測値から散布図を作成しなさ
い。ただし、データ値は点で、予測値は直
線で表示しなさい。



多項式による予測

 １次関数以外の多項式関数を用いて予測
を行う場合は、以下のように行う。

 手順はおおよそ以下のようになる。

 データについて散布図を描く。

 近似曲線の追加ウィザードを用いる。

 グラフに数式を表示する。

 得られた数式を元に、推測値を計算する。



練習２

 データについて散布図を描く。



近似関数を描く

 グラフ  近似曲線の追加

 多項式近似を選択し、次数は2とする。

 オプションタグから、「グラフに数式を表示
する」をクリック

 OKをクリック



近似曲線の完成



演習問題３

 先の演習問題２において、以下の問いに
答えなさい。

 ２次多項式の近似曲線から、推定値を求めな
さい。

 ３次多項式によって推定を行いなさい。
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